
本展の開催について、さまざまなご意見をいただいていることから、展覧会の主催者よ

りご説明申し上げます。 

 

本展のテーマである「吉原」という場所は、江戸時代に幕府公認のもとで作られました。

この空間はそもそも芸能の空間でしたが、売買春が行われていたことは事実です。 

同時に、徹底した非日常の空間演出をはじめ、廓言葉の創造、書や和歌俳諧、着物や諸

道具の工芸、書籍の出版、日本舞踊、音曲、生け花や茶の湯など、文化の集積地でもあり

ました。その結果、多くの文化人が集い、膨大な絵画や浮世絵、書籍などを生み出す場と

なりました。 

本展は、今まで「日本文化」として位置づけられてこなかった「吉原」が生み出した文

化を、美術作品を通じて再検証し、江戸文化の記憶として改めて紹介する趣旨で開催を決

定いたしました。 

しかしながら一方で、上述しましたように、本展がテーマとする、花魁を中心とした遊

廓「吉原」は、前借金の返済にしばられ、自由意志でやめることのできない遊女たちが支

えたものであり、これは人権侵害・女性虐待にほかならず、許されない制度です。 

本展では、決して繰り返してはならない女性差別の負の歴史をふまえて展示してまいり

ます。 


